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医療法人 秋芳会 秋吉病院  広報誌  第 28 号 2020 年 1 月                                   

 

  
     ホームページ http://akiyoshihp.jp 

 
【理念】 医療法人秋芳会は医療・保健・介護、各領域のサービスを一体的に提供し地域に開かれ、地域に選ばれ、

地域に親しまれる法人を目指します。  

 

 

 

～地域包括ケア病棟へ移行しました～ 

令和元年 12 月より、現在の診療機能に加え、高齢社会に対応するために地域包括ケア病棟に移行していま

す。 

地域包括ケア病棟とは 

 通常、急性期治療が終了し病状が安定した方は退院となりますが、急性期治療を終了した後、すぐに在宅

復帰、または施設などへ移行することに不安がある方に対して『入院計画』に基づき、主治医、看護師、リ

ハビリスタッフ、医療ソーシャルワーカー、その他のメディカルスタッフが連携し、安心して退院できるよ

うに在宅・生活復帰に向けて医療や支援を行なう機能を有した病棟です。 

 

☆ 対象となる方 

１． 入院治療により病状は安定したが、経過観察や在宅復帰への環境整備が必要な方 

２． 急性期の治療により病状が安定した後も、在宅復帰に向けて治療が必要な方 

３． 他院よりリハビリテーションを目的とした転院をされる方 

４． 生活習慣病等の疾患の治療、教育入院を目的とされる方 

５． 医療ニーズのあるレスパイト入院（諸事情によるご家族等の一時的な負担軽減） 

６． 1～5 の他、主治医に必要と判断された方 

※ 病状に応じ入院の期間を調整しますが、保険診療上最大 60 日となります。病状が安定しましたら、ご自

宅、施設等に退院いただきます。 

 

☆ 入院費用について 

 ・入院費の計算方法は一日当たりの定額制で、投薬、注射、簡単な処置、検査、画像診断、リハビリなど

の費用が包括されます。（手術、麻酔等一部は包括対象外） 

※ 『限度額適用認定証』のご提示でご負担が軽減できます 

   

    入院中や退院前には、患者様・ご家族・関係スタッフ・ケアマネジャーを交えて、退院時支援

会議の実施やご自宅などにリハビリスタッフ等が同行する退院前訪問指導を行い不安なく在宅

復帰が出来るように支援を行っています。 

また、医療連携室では、医療、介護保険、福祉サービス等に関する相談も行っており地域と

のつながりを密にした支援を行っています。 

お気軽にご相談下さい。 

           

                                     担当 医療相談員 室原  

 

 

 

 



  

 

   

 
編集後記 

訪問リハビリテーションのご案内 

 訪問リハビリテーションとは? 
ご自宅にリハビリの専門家が訪問し、自立した日常生活の維持や介護予防、社会参加を目指して自宅で

リハビリを行うサービスです。利用者が必要なサービスに合わせて、理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士が訪問します。また、福祉用具やご自宅の環境についてのアドバイス、家族からの介護相談等にも対応

します。具体的には身体機能、生活障害、住環境などを確認して自宅生活の中で利用者自身の機能維持・ 

向上を図りつつ、医療機関内では行うことが難しい実際の生活場面に即した能力的な部分へのアプローチ

を行います。リハビリ提供事業所が、退院前から病院、ケアマネジャーなどと連携し支援をしていくため、

不安なく在宅生活へ移行できます。 

当院の訪問リハビリテーションでは、言語聴覚士を増員し、摂食機能療法などの専門的な介入が可能と

なりました。 

 

摂食機能療法 

 食べられない、食べられない形がある等に対して行っていくアプローチです。その原因や背景は様々で

あり、お口や咽喉だけではなく、全身状態、環境に至るまで様々な視点から働き掛けて患者様の「食」生

活が良くなるように訓練、改善、アドバイスを行っていきます。 

提供時間 月～金 13：00～17：30      担当 リハビリテーション科 塩村 

 

           インフルエンザの予防と対策 

  インフルエンザは、毎年秋から冬にかけて流行しています。高熱や関節の痛みを伴い、人によっては重

症化してしまいます。流行を防ぐためには、「原因となるウイルスを体内に侵入させない」、「周囲にうつさ

せない」ことが重要です。インフルエンザの感染から身を守ることも必要です。下記の 5項目を参考にし

てみて下さい。 

 （1）正しい手洗い 

    外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前にこまめに手を洗う 

    ウイルスは石鹸に弱いため、流水で手を濡らし、石鹸を手のひら、手の甲、指先爪の間などをよく

こすり洗い流す 

 （2）ふだんの健康管理 

    普段から十分な睡眠、バランスのとれた食事を心がけ免疫力を高めておく 

 （3）予防接種を受ける 

    発病時の重症化を防ぐことができます 

 （4）適度な湿度を保つ 

    空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では加湿器などを使っ

て適切な湿度（50-60%）を保つことも効果的です。 

 （5）人混みや繁華街への外出を控える 

    インフルエンザの感染経路は人の咳やクシャミなどの「飛沫感染」「接触感染」であり、人混みや

繁華街への外出を控える 

 

 

 

 明けましておめでとうございます。今年はオリンピックが東京で開催されます。どん

なドラマが生まれるのか楽しみでもあります。たくさんの思い出が作れると良いですね。

今年もよろしくお願い致します。  秋吉病院広報委員会一同 


